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向けの教材開発に取り組んできた．これまでに，収

入を視野に入れた消費行動に関する教材「買い物

ゲーム」と「支出をより少なくする方法｣21および

予算計画に関する教材「お金の使い方の選択ゲー

ム」を開発し，実地授業により，これらの教材・教

具を授業に導入する可能性について検討した．とく

に，「お金の使い方の選択ゲーム」については，中

学生個人のお小遣いに関する予算計画の教材3)，家

族の予算計画を扱った教材4)を開発し，さらに，

カードゲーム方式の同教材を，パソコン（e-1eam-

mg）を用いて指導した場合との比較検証を行っ

た5)．こうした一連の検討を行ってきた「お金の便

研究目的

家庭科における家族・家庭経営・消費生活分野は，

実践的・体験的な教材の充実が求められている分野

と言えよう．八幡らは，アメリカ・イリノイ大学に

おいて社会人向けに開発された金銭教育カリキュラ

ムＡ〃１１のﾉ１Ｗ"Gy1)をもとに，中学校技術・家庭科
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家族の予算計画に関する教材開発

い方の選択ゲーム」については，「家族の予算計画」

に関する内容が，現行学習指導要領では高等学校家

庭科で扱われるため，高等学校への導入の可能性に

ついて検討する必要がある．

そこで本研究では，中学校技術・家庭科向けに開

発した教材「お金の使い方の選択ゲーム」を，高等

学校家庭科向け「家族の予算計画」に関する教材と

して再開発し，高等学校（家庭基礎）での実地授業

を通して，本教材の高等学校への導入の可能性につ

いて検討することを目的とした．

研究方法

上記の研究目的を達成するために，以下の手順で．

研究を進めた．

ユ）Ａ〃Ｍ'ｎｉｂ"e1yをもとに，中学校技術・家庭
科向けに開発した家族の予算計画に関する教

材「お金の使い方の選択ゲーム」を，高等学

校家庭科（家庭基礎）向け「家族の予算計

画」に関する教材となるよう再検討する．

２）再検討した教材を用いて高等学校で実地授業

を行い，生徒の評価などをもとに，本教材の

有効性について検討する．

実地授業は，2004年11月15日(月)～19日(金)に，熊本

市内の県立普通高校第１学年７クラス（在籍数286

名）において，「家庭基礎」の授業時に行った．授

業者は緒方美智子である．

研究結果および考察

高等学校家庭科（家庭基礎）向け「家族の予算計

画」に関する教材・教具の開発過程

先行開発教材の概要：検討結果を述べるに先立ち，

これまで八幡らがＡ〃ＭＷＭＤ"qyをもとに，中学校

技術・家庭科向けに開発した教材「お金の使い方の

選択ゲーム」の概要を紹介する．

もともとＡﾉﾉﾊのﾉＭ,"砂は，アメリカにおいて，

お金の使い方に問題を抱える社会人を教育する社会

教育主事の指導用に開発された金銭教育プログラム

である．グループ活動やカードゲームなどの実践的

活動を主体とするところに特長があり，実践的・体

験的な教材の充実が課題となっている家族・家庭経

営・消費生活分野などの教材のあり方のヒントにな

るのではないかと考え，日本における導入の方策に

ついて検討してきた．（ＡＪＪｊｌのノ皿m2yの概要や一

連の研究開始時の視点については，引用文献３）を

参照.）検討の視点としては，ＡノノハのノハID"gyの実

践的活動の方法についてはほぼＡﾉﾉﾊのノハ`ｂ"妙をふ
まえるものとしγ①社会人向けのものを日本の中学

生，高校生向けに修正することから，発達段階を考

慮したわかりやすい日本語表現や授業や生徒の実態

を考慮して教具のあり方を検討するとともに，②ア

メリカと日本における生活の実態や通常家庭科教育

で採用されている理論的枠組みの違いについては，

できるだけ日本のものに準拠するように検討を加え

た．

本研究で用いた教材のオリジナルは,ＡＪＺＡのﾉ１Ｍ,"‐

鋤｢第１課使うものを選択しよう」（LessonlMak-

ingSpendingChoice）において,,社会教育主事がお
金の使い方が下手な人を対象に，９０分で指導する内

容に含まれていた，２０枚のカードＫカード項目は，

Gifts,Grooming,HOusing,Clothing,Utilities,Phone，

nansportation，Laundｴy，rUmiture，Automsurance，

HomeorApartmemmsurance，Healthanddisabnity

msurance,Food,Savings,hstallmentPayments,

Householdsupphes，O1herchoices，Education，Child

ca｣Fe,Recreation／entertainmentの20項目）と豆粒２０

個を使用するカードゲーム(Budget/SpendingChoice

GaIne）である．

この教材を，中学校技術・家庭科向け「家族の予

算計画」に関する教材とするために，いくつかの修

正を行った．具体的には，カードゲームを20分程度

の時間でできるようにすること，日本人の生活実態

に合わせること，授業での活用に耐える教材・教具

とすること，などに留意して検討した．その結果，

カード10枚（カード項目は，食事，被服・洗濯，光

熱・水道,家具・家事用品，住居，教育，交通・通

信，保健・医療，教養・娯楽，貯金の10項目）に内

容を厳選し，豆粒をおはじきに代えて15個使用し，

カードゲームの前提となる家族構成について，カー

ドゲームを行う前に設定させるようにした．

こうした中学校技術・家庭科向けに開発した教材

の内容をふまえて，本研究では高等学校家庭科（家

庭基礎）向けの教材となるよう再検討した．

教材の概要と本研究での修正点：本教材は，家族

に応じたお金の使い方と収入が減少した際ダどのよ

うに支出計画の調整を行うのか，について学習する

ものmである．

八幡らがこれまで中学生向けにアレンジして用い

てきた教材・教具と比べたおもな修正点は次の通り

である．

①教材・教具については，まず，カードゲームで用

いるカードの項目を「家計調査年報」の「収支分

類表」の＋大費目に従って整理しなおした．これ

は，高等学校家庭科における家計の収入と支出に

関する教科書等の記述が，基本的には「家計調査

年報」の「収支分類表」の十大費目に従っている
､〃

ことに対応させるためである（もともとＡノノハZ)ノ
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八幡（谷口）彩子・緒方美智子・宮崎晶子・高島亜希子

(6)保健医密(1)食料

･家で調理する｡インスタント食品を使わずに、

ゼロから食事を準備する。ロ

ゴ食事(弁当｡惣菜など)を家の外で購入するこ

とが多い｡ロロ

.ほぼ毎日外食する。ロロ□

□自宅に常備薬を備えておく。□

゛定期的に病院に通って検査を受ける。ロロ

窒霞』…艫蟻 こ)匡日

(2)住居

｡祖父母と一緒の家|こ住む。□

.－軒家やマンションを借りる。□□

･一軒家やマンションを新しく購入する。

□□ロ

蕊～蕊

(7)交通通信・蝋』曇

。歩くか自転車に乗る。（）

ｂ公共の乗り物(バスや電車)を利用する。ロ

゜自家用車に乗る。ロロ

・タクシーに乗る。・ロロロ

･用件を伝える場合のみ電話を使用する。□

・電話を頻繁に使用する。ロロ

。しばしばインターネットを利用する。ロロ

(8)教育(3)光熱｡水道

･家族で協力し合い､節約する。□
･使いたいだけ使って料金を支払う。ロロ

。地域の図書館を利用する｡（）

゜学習参考教材を買う。ロ

。学習塾に通う。□□

僅繊零J‘曇
(9)教養娯楽●圏

･新聞や雑誌を定期購読する。□

。家族でピクニックに行く。ロ

･基本的なテレビ番組を見る。□

・割増料金がかかる有線番組(衛星放送、

ＷＯＷＯＷ､CATVなど)を見る。ロロ

･コンサートやスポーツ観戦に行く。ロロロ

・趣味(写真やコンピュータゲームなど)を楽し

む。ロロポ

(4)家具｡家事用品

･親戚や友人から家具を譲ってもらう｡（）

・安売り店やリサイクル店で家具を購入する。

ロロ

。新しい家具を購入する。□□ロ

鵜（學蕊！

。安売り店で家事用品を購入する。□

･デパートで家事用品を購入する。ロロ

(5)被9Kおよびはきもの

。持っている服を着る｡（）

･縫製の技術を活かして作る。ロ

ゴ値引き店や安売り店､または古着店で購入す

る。□

・デパートで購入する。ロロ

･有名ブランドの洋服を購入する。ロロロ

Ｊ塾鑿

預貯金･保険

・家族で協力して､こつこつと貯金箱に小銭を貯

める。ロ

・収入から支出を差し引いて余った分を銀行や

郵便局に預金する｡ロロ〆

・定期的に預金する。ロロロ

・車､住宅の保険に加入する。ロロ￣

。<診亙〆鰯
図１カード－．覧
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家族の予算計画に関する教材開発

菰『－ し』i:う1M
1年（）組（）号（ ）〔〕班，

☆ゲームを始める前に

班で話し合って家族構成を考え、〔〕の中’

すが、必ず最低一人高校生が入るようにします

の中に記入しましょう。 人員や形態は自由で

花高齢者のいる世帯．縁
学未満の子どもがいる世

帯､③共働きの世帯､.④片

働きの世帯などいろんな家

族があるよ！〆

例）父…会社員、趣味はゴルフ

母…節約の達人

長男（高校生）…サッカー部、サッカ

ーの観戦によく行く
『

、

〆 ~、

～ -ノ
』

それではゲームを始めます！

<第一ゲーム〉

第一ゲームではカード１０枚、おはじき１５個を使用します。おはじきをお金だと考

え、家族のお金の使い方を考えましょう。各カードに書かれた項目の中で、必要だと思

われるものを選択し、右側にある□の上に指定された数（□の数）のおはじきを置きま

しょう。おはじきの置ける範囲で支出を調整していきます。おはじき１５個全部が置け

たら〈ワークシートのゲーム－回目の欄に結果をチェックしておきましょう｡ワークシ

ートの□のチェックは「、/」で構いません。

〈第二ゲーム〉

一家の一番の収入の担い手（大黒柱）が入院し、収入が激減するという緊急事態が起

こりました！おはじきの数が減ります！今回はカード１０枚、おはじき９個を使用しま

す。第一ゲームと同様、必要だと思われる項目におはじきを置いていき、終わったらワ

ークシートにチェックします。

さいごに

第一ゲームと第二ゲームの結果を比較し､なぜ同じ項目に置いたのか？なぜ項目を変

更したのか？を班で話し合い、理由を記入しましょう！

図２ワークシート①：カードゲームの進め方

二’
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八幡（谷口）彩子・緒方美智子・宮崎晶子・高島亜希子

☆カードゲームチエックシート☆
1年（）組（）号（ )〔］班

ゲーム、項 蝉眉目家計費目 ゲーム②

ニマョ

画家で調理する｡インスタント食品を便わ(1)食料 ■ ■

ずに､ゼロから食事を準備する句
■b■ｈ■L■ﾛ■ﾛ■ローｕ■ﾛ■ロ■。■ﾛ■､■。■Ｔ■ロ■け■ﾛ■｡￣。■ﾛ■ローＤ￣ロ■．、。■，■h■･■ﾛ■ローﾛ■け■､■ﾛ■、■ロ■ｑ￣Ｊ￣。■

･食事(弁当･惣菜など)を家の外で購入 ロ||■ ロ１回

することが多い。.._.－－１－－－－．－－－．－－-.------.--i--,-,-,_ローーーー

･[ま(雷毎日外食する。 □|ロ|ロ ■|□|ロ

･祖父母と一緒の家に住む。
■■■■■■ﾛ■｡■b￣･■､￣ﾛ■ﾛ■｡■ローU■｡■ロゼh￣I￣｡■ﾛ■｡■ローb￣ひ■Ⅱ￣+■ﾛ■ﾛ■ﾛ■ﾛ

･一軒家やマンションを借りる。

,塵Ｉ(2)住居 ■ ■

I箒li：

雲

ロ||ロ ロ||ロ
ラーーーーマ
ロIDUU■■■ＵＩ【 ｡－軒家やマンションを新しく購入する。 ロ|□|ロ □□□

篭
(3)光熱･水道 唇家族で協力し合い､節約する。

■■■｡￣･■■■h■1■I■､￣､￣､■h“ﾛ■ﾛ■ﾛ■｡￣■■･■b■■■b￣■■ﾛ■､■■■･■■■■■ﾛ■ﾛ再ローﾛ■ﾛｰﾛｰﾛ■q￣｡■守Ｐﾛ■ﾛ■

隅使いたいだけ使って料金を支払う。

■ ■

□||□ ロ||ロ"▲

｡親戚や友人から家具を譲ってもらう。 （）
■.■､■ｊｈＩ興り■P■｡■、■,q

□Ｅ｜＿

（）(4)家具･家事用品

悪安売り店やリサイクル店で家具を購入 ロ||ロ

する。
ＢＵ功L￣ﾛ■ﾛ■ﾛ■O＝ﾛ■､■ロー●■､■I■･■Ⅱ■､￣b■､■b■ﾛ■ﾛ■･■凸■･■｡■｡■ﾛ■･■ﾛ■ﾛ■ﾛ■ﾛ■L■ﾛ■､町ﾛ￣1■I■q■1■

｡新しい家具を購入する。 ロ|□|■ □|□|ロ

･安売り店で家事用品を購入する。
■ローO■､■ﾛ砲h■ﾛ■ロ■･￣L￣凸■■■丑■。■ﾛ■ローU■Ｕ■ロ■■■ロ■L■□■b■D-D■ｑ■ﾛ■Ⅱ■。＝■ロロ■Ｕ■ｂ－■■b■ｒ－＝｣■ロ■

･デパートで家事用品を購入する。

ロ ロ

ロ||ロ ロ||ロ

｡持っている服を着る。(5)被服およびはきも０ （） （）
￣､■,￣■,■、■,￣｡■０■Ⅱ

□

■ｆ■■ロ■、■■、■■、■■B■凸■■ロﾛ■ｏｎ■ロ■Ｐ■■け■■Ｉ■■ロﾛ■、■、“Ｊ■■１■ロ■ｕ■u■□■ロ■Ⅱ■ロ■･￣ｐ￣、■■ロU■-Ⅱ■ローロU■･ﾛ■･ﾛ■ｌⅡ■・1■

･縫製の技術を活かして作る。
j■｡■ローD■ﾛｰﾋ■ﾛｰﾛ的･”ﾛ■ﾛ■d吟ﾛ■ﾛ■･￣r■ﾛ■､■ﾛ■b￣｡■■■｡■｡■ﾛ吐・■q■･■b￣L■■■ローb■､■ローq＝ﾛ■

･値引き店や安売り店､または古着店で

■
Ⅱ■ﾛﾛ■､Ⅱ■ﾛﾛ■h-D■■ｕ■ﾛ■■P■■■■■ﾛﾛ■J■■0■■ﾛ■■Drb“ﾛ■■■■■ﾛ■ﾛ■■Ⅱ■ロ■■■■■｡Ⅱ■叩■ロ■■ロ■■｡￣ローL■ﾛ■ﾛ●●j■■'■、■■･■■H1■

■ ロ

購入する。
■D■､■■｡⑫｡■ﾛ■巳■｡■-■ﾛ■ｑ■､■､￣｡￣｡■ﾛ■ロ■･■ﾛ町､■■q￣D￣｡■J■･￣ﾛ■ﾛ■ロー･■L■D■ﾛ■U■、■￣ﾛ■､■ﾛ■

･デパートで購入する。
■０－，－，口･■､■r■.■,■,■ﾛ■･＝､■｣－.±凸■ﾛﾛﾛ■－０■■.、ﾛ■､■o＝■.■･■Ⅱ■ﾛ■､■ﾛ■.■ﾛ■ロー冊＝■P■0,0■

･有名ブランドの洋服を購入する。
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｡自宅に常備薬を備えておく。
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･定期的に病院に通って検査を受ける。

(6)保健医療 □
■ローﾛ■１■■￣l■■■■。■ﾛU

□□

□．
■T■ﾛ■､■こ■､■Ⅱ■､■ﾛロ

□□

c、

Ⅱ■I￣OロﾛＵ■h■ﾛ■L■ﾛ■ﾛﾛ■IⅡ■PⅡ■P－コ■■b■■｡■､■P■｡■L■p盛りⅡ■叩■Ⅱ■U■ﾛ■h■ﾛ■ﾛ■｡■ﾛ■b■O■Ⅱ■■､￣ｕ町ﾛ■巳U■

｡歩くか自転車に乗る。

･公共の乗り物(バスや電車)を利用する。

･自家用車に乗る。

(7)交通通信 （） （）

■ ■，

ロⅡロ ロ||ロ

･タクシーに乗る。

･用件を伝える場合のみ電話を使用する。

･電話を頻繁に使用する。

･しばしばインターネットを利用する。

|]ｒｌｒｌ
■､￣ローﾛ■■､■L房｡■ロ■qO

□
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鞍
･地域の図書館を利用する。

.教育参考教材を買う。

･学習塾に通う。

(8)教育 (） （）

ロ ■

ロ||ロ ロ||ロ

(9)教養娯楽 ･新聞や雑誌を定期購読する。
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･家族でピクニックに行く。
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ロ
ー
□

･基本的なテレビ番組を見る。
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･害|｣増金がかかる有線番組(衛星放送､Ｗ

■

□|□ □||ロ

ＯＷＯＷ､CATVなど)を見る。

.｡コンサートやスポーツ観戦に行く。

･趣味(写真やコンピュータゲームなど)を
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□Ｅｌ

預貯金｡保険 楽しむ。

･家族で協力して､こつこつと貯金箱に小 ■ ■

銭を貯める。
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行や郵便局に預金する。
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･車｡住宅の保険に加入する。 ロ||ロ □||□
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図３ワークシート②：カードゲームチェックシート
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1年（〕糸F１（）号（）「１班
蒙計･警曰 T百曰 /且fJ-ノ.何 」写８－ノ./弓 B｢PFIに眉

(1)食料

盤
,家で調理する｡インスタント食品を便わ

ずに､ゼロから食事を準備するご

風食事(弁当｡惣菜など)を家の外で購入

することが多い

.ほぼ毎日外食する。

□

□□

、ｎ口

□

ロロ

｢:~1，，

(2)住居

箒
･祖父母と一緒の家に住む。

･一軒家やマンションを借りる。

画一軒家やマンションを新しく購入する。

□

□□

、、、

ロ

ロロ

'－１，１－１

(3)光熱水道蕊 嵐家族で協力し合い､節約する。

･使いたい麓Iﾅ使って料金を支払う。

□

[］□

ロ

ロロ

(4)家具｡家事用品

鑓
親戚や友人から家具を譲ってもらう

画安売り店やリサイクル店で家具を購入

する。

｡新しい家具を購入する。

風安売り店で家事用品を購入する。
厩デパートで家事用品を購入する。

（）
･吟0函一円戸｡q

□□

□、、

□

[:]「］

（）

□ロ

、l~]ロ

□

□□

５もきばぴよお服被』５７
ｔ 蘂 ｡持っている服を着る

園縫製の技術を活かして作る。

･値弓1き店や安売り店､または古着店で

購入する。
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驫と:三上重購入:篭１月`…_－－－－－_吉…
ﾛ有名ブランドの洋服を購入する。
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(6)保健医療

瞳
自宅.こ常備薬を備えておく。

国定期的に病院に通って検査を受ける。

□

□□

□

ロロ

(7)交通通信

誓驫！

ｄ歩くか自転車に乗る。

･公共の乗り物(バスや電車)を利用する。
･自家用車に乗る。

画タクシーに乗る。

風用件を伝える場合のみ電話を使用する。

風電話を頻繁に使用する。

･しばしばインターネットを利用する。

（）

ロ

ロロ

[１口[］

□

ロロ

ロロ
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ロロ
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…殿
､地域の区|害館を利用.する。
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瞳教育参考教材を買う。

･学習塾に通う。
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|コ

ロロ

（ｳﾞ
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(9)教養娯楽

繍
預貯金。保険

釣ｉ

ﾛ新聞や雑誌を定期購読する。
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風家族でピクニックに行く。

園基本的なテレビ番組を見る。

･割増金がかかる有線番組(衛星放送､VV

OWOW､ＣＡＷなど)を見る。
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･コンサートやスポーツ観戦に行く。
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．趣味(写真やコンピュータゲームなど)を

楽しむ。

･家族で協力して､こつこつと貯金箱に小

銭を貯める。

･収入から支出を差し引いて余った分を針

行や郵便局に預金する。

ﾛ定期的に預金する

｡車･住宅の保険にｶﾛ入する。
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家族の予算計画に関する教材開発

Ｍ,"砂のカード項目は日本の収支分類とは区分

が異なる点が見られた)．さらに，中学生におけ

る授業実践では画用紙でカードを作成したが，よ

りじょうぶで扱いやすくする目的から，今回の授

業実践からカードにラミネートカロ工を施した．

②カードゲームの進め方（後述）に関しては，第２

ゲームで使用するおはじきの数を，これまでの中

学校における実地授業における反省をもとに，６

個から９個に増やした．これは，１５個のおはじき

を使用する第１ゲームとのおはじきの数の違いが

大きくなることで，どの支出項目を減らすのかに

ついて検討する時間がより多く必要となること

（時間制限上の理由）と，６個では，最低限のお

はじきを置くべき支出項目が固定してしまい，各

班ごとの個性やライフスタイルに応じた支出項目

決定のための工夫が反映されにくくなるため，と

いう２つの理由による．

③さらに，経済状況の変化により，どのように支出

計画が変化するのかを考えさせるための補助資料

として，ワークシートを活用することにした．

高等学校（家庭基礎）向けに検討し，修正を行っ

たカードと授業で用いたワークシートは，図１～３

に示す通りである．

何度でも修正可能であり，試行錯誤が可能である．

③いろいろな家族構成を設定することにより，家族

によって必要な消費支出は異なる，という家族構成

と支出との関係を対応させてとらえることができる．

④基礎的消費支出と選択的消費支出の性質の違いを

ふまえた予算計画の立て方について，実践的・体験

的に学ぶことができる．⑤収入が減少するという状

況の変化に臨機応変に対応する，という状況設定

(第２ゲーム）により，社会の変化に対応したマネ

ジメンいサイクルの活用について，実践的・体験

的に学ぶことができる，という点を挙げることがで

きる．

実地授業と評価

高等学校家庭科（家庭基礎）の学習内容に適合す

るように本教材を活用した実地授業の学習過程は表

１の通りである．この学習過程は〆年間指導計画の

中で，本教材を活用するのに最も適切と思われる単

元（題材）をしぼった上で，実地授業実施校で使用

している教科書の記述を参考に，本教材を導入する

のが授業展開上，最も自然な流れとなるように位置

づける，という観点から作成したものである．

表１に示すように，この授業の目標は，「家計の

収入と支出の構成について理解する」ことと「経済

の状況の変化により，柔軟に支出を調整する方法を

考える」ことの２点である．このうち，カードゲー

ムに要する時間は約25分で，家族構成の設定，その

家族構成にふさわしい支出項目の決定（第１ゲー

ム)，収入が減少した場合の支出の調整（第２ゲー

ム)，まとめ，を行った．授業の終わりに，生徒に

よる自己評価，教材・教具に対する評価，授業を受

けての感想を記入してもらった．

生徒による自己評価項目として７項目を設定し，

５段階評価で記入してもらった．そして，本教材を

用いた授業の特性を考えるために，各評価項目をヅ

表２に示すように，４つの観点に分類し，得点化し

た複数の評価項目が含まれる観点については，各

項目の評価結果を平均化した．

その結果を表２に示している．これによると伽全

観点において4.0以上と，概ね良好な結果が得られ

たが,「思考・判断」と「知識・理解」の評価が

｢関心・意欲・態度」と「技能・表現」より高く

なっている.’「思考_･判断」と「知識・理解」が他

の観点より高いのは，中学生における実地授業でも

同様であった6)．このような結果から，本教材はｊ

収入が減少した時，それに対応してどのように支出

を調整したらよいのか，という「思考・判断」力と，

さらに，そうしたゲームでの体験を通して，収入が

カードゲームの進め方と特長

カードゲームの進め方は次の通りである．

まず，班ごとに家族構成を設定し，ワークシート

にどのような家族を設定したか，記入する．そして，

第１ゲームでは，おはじき15個が置ける範囲で，そ

の家族の状況に合わせて，各カードに示された支出

項目の中から必要な支臘出を決めていく．例えば，
｢項目(5)被服およびはきもの」で，「デパートで購入

する」を選択した場合，この項目の横に□が２つ記

されているので，□の上に２個のおはじきを置くと，

残りのおはじきは13個となる．

つぎに，第２ゲームでは，収入が減ったことを想

定し，おはじきの数を９個に減らして，第１ゲーム

と同様，おはじきが置ける範囲で支出項目を考えて

いく．

さいごに，第１ゲームと第２ゲームの結果を比較

し，支出項目を変更した理由，変更しなかった理由

を各班で話し合う，というものである～

このカードゲームの特長は，①第１ゲームは通常

の収入に基づき支出を行っている状態，第２ゲーム

は，失業その他の理由から，一家の収入が少なく

なった緊急事態を想定し，収入の変化に関する擬似

体験型のゲームであること，②おはじきを置く場所，

すなわちどの支出項目を選択するのかについては，

－２６－
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表１「家庭基礎」学習指導案

単元名「消費者として自立する」消費行動を考える
単元について（略）
単元の目標（略）

単元の指導計画‘第４編消費者として自立する
（１）消費行動を考える（２時間）
（２）経済的に自立する（１時間）・・・（本時】
１）経済的に自立する

２）計画的にお金を使う

（３）生活設計【１時間）合計４時間
本時の学習
（１）本時の目標（￣
ア家計の収入と支出の構成について理解する印
イ経済の状況の変化により，柔軟に支出を調整する方法を考える。

１
２
３
４

５

（２）本時の展開
過’’

指導上の留意点と評価 備考学習活動時間程
一
導
入 ○経済的自立とはどんなことか，お金の管理は

生活経営の重要な柱であることを知らせる。
○本時の授業内容につい
て

5分

教科書１経済のしくみを知る
(1)独立して暮らす

○１人暮らしの生活費についてこれまで考えた
ことがあるか，また，小遣い帳等の記録をし
たことがあるか答えさせる。

○家庭経済に関する基本用語を説明し，家計の
構成について理解させる。・・・評価イ
○日常生活でのお金の流れと収支分類を対応さ

__:ｌ堂E老えさ茸乙g---------－一二－---－
○４～５人のグループを作り，各班にお金の使
い方や消費行動の内容を書いたカードとおは
じきを配布して予算計画を立てさせる。

○家族の構成は，①高齢者のいる世帯｝②就学
未満の子どもがいる世帯，③共働きの世帯，
④片働きの世帯などと各班で家族の状況や形
態が異なるように設定させるｄ

○カード１０枚とおはじき１５個を使ってお金の
使い方を考えさせる。
○家族の状況や形態によってお金の使い方が違
うことに気づかせる。・・・評価イ

○おはじきを９個に減らして「緊急事態が起こ
った」と想定し，予算が減少した場合の対応
を考えさせる。、・・評価ア

○限られた予算の中で必要なものと欲しいもの
は異なることに気づかせる。
○家計は家族構成や価値観等によって異なるこ

__と_を理解宣茸量gと－－－－－－－－－－-－－－－－－
○リスクに対する予備知識や経済設計の必要
性，生活設計の重要性に気づかせる。

1０

(2)家庭経済とは 資料１「家
計調査年
報収支分

類1----
教科書

分

展

２カードゲームをやっ
てみよう

(1)家族構成の設定露 カード

おはじき

ワークシ

ート

(2)第１ゲームを行う
○設定された家族の場合
どのような費目や項目
にお金を使うか考える
(3)第２ゲームを行う

2５

分

(4)ゲームのまとめ
○収入に応じた家計管理
の方法を知る

３計画的にお金を使う 教科書5分

○本時のまとめと次時の
内容について

○カードやワークシートを見合わせながら，本
時の学習の要点をおさえていく。

○自分の理解度や本時の授業方法に対して評価
させる。

ま
と
め 5分

授業評価
票

（３）評価の観点
アー思考。判断

経済の状況の変化により，柔軟に支出を調整する方法を考えることができたか。
イ知識・理解
家計の収入と支出の構成について理解することができたか。

－２７－

（２）本時の展開過
程 時間 学習活動 指導上の留意点と評価 備考

導
入 5分 Ｕ罪EII守の]展i:茱自内〕谷1こつい

て

○経済的自立とはどんなこと

生活経営の重要な柱である
､，お金の管理は
し窪誼･農ﾖ3.〆

幻
分

展
開

５
分

２
》
分

一戸り

１経済のしくみを知る
(1)独立して暮らす

(2)家庭経済とは

二/Ｕｖ－Ｒ

てみよう
ゾ画一･ムコ､包百v、亨該つ

(1)家族構成の設定

(2)第１ゲームをｲｹﾞう
○設定された家族の場合
どのような費目や項目
にお金を使うか考える
〈3)第２ゲームを行う

(必ゲームのまとめ

○収入に応じた家青･管理
の方法を知る

３計画的にお金を使う

○］人暮らしの黛活費についてこれまで考えた
田とがあるか，また，小遣い帳等の記録をし
たことがあるか答えさせる。

()家庭経済に関する基本属語を説明し，家計の
構成について理解させる。。。。評価イ
○冒常塗活でのお金の流れと収支分類を対応さ
__茸て者Ｚさせる厚－－－－___－－－－－－－－－－－－－
○４～５人のグループを作り，各班にお金の使
い方や消費行動の内容を書いた力、ぶとおは
：>きを配布して予算言:-画を立てさ識る゜

○家族の構成は，①高齢者のいる.!上帯，②就学
未満の子どもがいる世帯，③共働きの世帯，
④片働きの世帯鞍どと各班で家族の状況や形
態が異なる点うに設定させる。

○力、‐ドユ0枚とおはじき１５個を使ってお金の

使い方を考えさせる。
○家族の状況や形態によってお金の使い方が違
うでとに気づかせる。。・・評価イ

○おはじきを９個に減らして「緊急事態が超『・
ったｋ想定し，予算が減少した場合の対応
を考えさ登る。・・・評価ア

○限られた予算の１１:で必要なものと欲しいもの
は異なるでとに気づかせる。

○家計は家族構成Jや価値観等によって異なるこ
と塗璽鯉さぜゑ．と___－－___－－－－－－－－－－－－

○リスク砿対する予備知識や経済設計の必要
I畦一ﾉﾋﾟｷﾞ:ｼ缶冒苧言トグ)雷璽励吐Ｚｒ麿哀…ずｿﾞWlJ-黒

教科書

資料１「家
計調査年
報収支分
類1－－－
教科書

カード

鰭はじき

ワークシ

－卜

教科書

ま
と
め 5分

○本時のまとめと次時の

内容について
○カ゜‐Ｆやワークシートを見合わせながら，本
時の学習の要点をおさえていく。

○自分の理解度や本時の授業方法に対して評価
させる。

授業評価
票



家族の予算計画に関する教材開発

表２評価項目と観点別分類ならびに５段階評価結果

高校生(2004）（､＝279)|中学生(2003）（､＝156）

項目別評１m|観点別評価|項目別評匝|観点別評価
４．４１１４．３１

評価項目評価の観点

①班でのカードゲームに積極的に取り組んだか。
②この学習で学んだ｢お金の使い方｣を,今後の家
族との生活に活かそうと思ったか。

4.3

関心･意欲。
態度

3.93.8
4.04.0

③この学習で学んだ｢お金の使い方｣を,今後の自
分の日常生活に活かそうと思ったか。

3.83９

④予算(おはじきの数)の範囲でのお金の使い方
を自分(自分の班)なりにエ夫したか。

思考･判断 4.2 4.24.3 4.3

⑤班の人の考えを聞いたり，自分の考えを伝える
ことができたか。

技能･表現 4.1 4.1４０ 4.0

⑥ものにはi必要なものと欲しいものがあることが
分かったか。‘

4.54.41

知識･理解 4.4 4.5

⑦家族構成や価値観によってお金の使い方が異
なることが分かったか。

4.44.4

注)中学生(2003)の評価結果については,八幡･吉田･隅田(2005,ｐ70)より弓|用。

表３教材ｂ教具に対する評価（ｎ＝279）

単位:％

あまり当
てはまら
なし、

当てはま

らない
非常に当
てはまる

当てはま
る

評価項目 ふつう

今日のカードゲームは楽しかった’５０２１２４．４１２１．１
今日のカードゲームの進め方は分かりやすかった’３４．１１３１．９１１２５．８
授業の中で使用したカードの項目は適切だった’２６．９１38.0128.3
班活動はうまく進んだ．’４７．３１２８０１１９．０
家族でのお金の使い方は想像しやすかった’２９．４１３３０１３２３
今後も家庭科で今日のようなお金に関する学習をしたい’３５．１１２８．７１１３０．１

2.9 1.4

7.9 ０４

0.46.5

5.0 0.7

鰹、１．１

詞’２．２

で支出項目を選択する際に，同じ班の友人の意見を

活かし，楽しんでゲームに取り組んだことがわかる．

最後に，教材・教具に対する評価を，中学生にお

ける結果と比較する7)と，ゲームの楽しさ，わかり

やすさ，家族の経済生活の想像しやすさなど，いず

れも中学生と高校生の間で大きな違いはないしか

し，グループワークの様子やゥ授業中にみられた発

言などから，例えば，子どもがいる場合といない場

合で，どのように調整可能な支出項目が異なるのか

(教育費は減らせない，など)，お年寄りがいる場合，

考慮すべき項目は何か（保健医療費など)，等の点

で，高校生の方が，家族の実態にあわせた的確な支

出項目の把握が明快であった．本教材がもともとア

メリカで社会人を対象に開発されたものであること

をふまえれば，本教材を導入する学年に関する適時

性，という点ではプ中学生より高校生の方がより適

した教材ではないかと考える．また，現行学習指導

要領による教科書の記述への関連づけ方という点で

は，より高校の方が本教材を導入しやすいと考える．

以上の結果から，本教材は，高等学校家庭科（家

庭基礎）において採用可能であると考える．

減少した時，生活に最低限必要な基礎的消費支出を

確保して，選択的消費支出により支出の調整を行う，

という基礎的消費支出と選択的消費支出に関わる

｢知識・理解」面を補強する教材であると考える．

つぎに，教材心教具に対する評価について表３に

示している．「今日のカードゲームは楽しかった」

と「班活動はうまく進んだ」で「非常に当てはま

る」と答えた割合が高くなっており，全体として，

本教材は，高校生に良好な受け止め方をしてもらっ

たと考える．一方，カードゲームの進め方をよりわ

かりやすくするなど，指導上の工夫の余地は残され

ている．

つぎに，生徒の感想の一部を紹介すると，「家計

のことに今までより興味を持てたし，これからの生

活のなかで活かせることばかりだと思った．もっと

おこづかいの使い道を考えて使っていこうと思う｣，

｢班の人のおもしろい意見が聞けておもしろかっ

た｣，「教科書だけで学んでも難しかったかもしれな

いけど，カードゲームでやれたので，楽しみながら

やることができた」などの感想がみられた．

こうした生徒の感想から，おはじきの数の範囲内

－２８－

、単位:％

評価の観点 評価項目
富｢;ﾄﾞ:if過Ｉ二(200

項目目１１評ｲiFT

!）（､＝2７

窪同点I届11評

中学生(200

r目三労11旨２Ｍlb

）（､＝156）

観I鳶(男11言半1dｂ

関心･意欲.
態度

｡)班でのカードゲームに積極的に取り組んだか、

②この学習で学ん燈｢お金の使い方｣を,今後の家
族との生活に活かそうと思ったか、

q』ﾉｰ”字苣｢埒昌子』紗起Iお旨I冒幻1臭い万｣き,琶弓飛糞ｕＪ曰

分の曰常態;舌に;舌かそPうと思ったか、

4.4

3.8

3-9

４

4.3

3-9

3-8

４．０

思考･判断
④予算(おはじきの数)の範囲でのお金の使い方
弐二声色ＡＶ向上｣も汀WIr、+;･ＬＩｆ－－ｒ=迄ｆﾘｾｰ浩、

4.3 ４ ４．２ 4.2

技能｡表現
(こ）j牡ＣＷＷｊ葵うえを向い定り鰯曰分⑲幕うえ西１頭冗句

とができたか。
4畠0 ・４ ４．１ ４．１

知識鱒理解

⑥もの仁は`必要なものと欲しいものがあることが
分か。たが。
⑦家族構成や価値観によってお金の使い方力
踵為ごとが分かったかハ

『勇一

４．４

￣￣N牛守制中内ｗ向稿←ｍｗＯＯ粋COOH中

４－４

4-4

小

４．５

４－４

４．５

評価項目
非常に当
てはまる

当てはま
る

ふつう
あまり当
てばまら
ない

当てはま

らない

今曰のカードゲームJま楽しかった 5０ 24.4 2１ ２９ 1.4

筈準｢F1『、.+１－贋ゲヨーーム‘〕３１Eﾊﾊﾃｦ｢士奈･EFMJ出bﾖｵﾖﾄﾞﾊ句弾 3４ 31.9 2５ 7合９ 0.4

干曽葛昌〔/ＪＰＲ~心1里ＦＨＬＪこうコートリノ.L貝曰Ｉ汪]固垣Ｕ?こつﾌﾐﾆ 2６ 38.0 2８ 6.5 0-4

班活動はうまく進んだ， 4７ 28-0 1９ ５０ ０．７

家族でのお金の使い方は想像じゃすがった 2９ 33.0 3２ 3.9 1.1

筈訶差毛冒冤旧董1書卜で圭子ロＣＤぶつ７悪33冒宜I＝Egす`色字琶＃をし7こい 3５ 28.7 3０ 3.9 2-2



八幡（谷口）彩子・緒方美智子・宮崎晶子・高島亜希子

部附属中学校教諭隅田博美先生にご協力いただきま

した．ここに記し，深謝申し上げます．

なお，本研究では，高校１校のみにおける実地授

業にとどまっているＬ今後，さらに複数の高校にお

ける実践を行い，本教材の有効'性について，検討を

進めていきたい．

要約

以上，アメリカの社会人向け金銭教育カリキュラ

ムＡﾉﾉﾊのノハ`b"ａｙをもとに開発した中学校技術・家
庭科向け教材「お金の使い方の選択ゲーム」を，高

等学校家庭科（家庭基礎）向け「家族の予算計画」

に関する教材・教具として再開発し，その有効`性を

実地授業を通して検討した．

高校生向けの教材となるように学習過程を検討し，

①おはじきの数の修正，②カードの改良，③補助教

材（ワークシート）の活用などを行った～高校生の

自己評価を観点別に分析すると，「思考・判断」と

「知識・理解」の評価が高く,2003年の中学生によ

る実地授業の評価結果と共通する．高校生の教材･

教具に対する評価は良好で，生活経験をふまえて，

それぞれが設定した家族構成にふさわしい予算計画

を立て，予算（おはじき）の範囲内で，支出項目を

工夫しながら選択していた．

これらの結果からγ本教材は，高等学校家庭科

(家庭基礎）において採用可能であると考える．

本研究の一部は，日本家庭科教育学会九州地区会

2005（平成17）年度第９回研究発表会において発表

した．
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さいごに，熊本県立熊本北高等学校（当時）の久

米野安俊校長先生には，諸行事が錯綜する中で，本

研究の実地授業の実施をご快諾いただくとともに，

同校第１学年（2004年度）の皆さんには，試験的な

授業に対して，気持ちよく望んでいただきました．

また，本教材の開発にあたっては，熊本大学教育学

－２９－
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